
港北ニュータウンの並路桐計画の枚要を述べ.なかでもその

特色である住民の生活を中心にした道路計画にスポp/トをあて
て述べる｡

港北ニュータウンにおける道路網計画

川 手 昭 二

1 港北ニュ-タウンの位置

港北ニュータウンは.東京都心より西南方約25klT).

扱浜都心より北北西約 12kmの位掛 こあり.横浜市港北

区,蘇区にまたがっている｡

ニュータウンのId抑 ま2.530llaで,そのなかをl洞苑

地区 (1,391Il之l).出黙柑用地区 (420ha).第2次開発

地区 (719h̀1)とし.Fl'rl碓地区が市街化区域,その他が

市街化粥盤区域として称市計画の指定がなされている｡

開発地区の大部分を占めるEl本住宅公団の施行する土

地区耐光性郁雄区域 (1.316ha)と淡紫専用地区は剃 ヒ

ニュータウンの中核をなす群発である0

位懸図をみてもわかるとお り,交通副軸立案上の仕出

的特徴を柴的すると,

(1) 東京と大阪を粘ぶ.いわゆる東海道メガロポリス

のri只叫 こ位粧し.す で に東名高速道路,国道246号

臥 約3京浜道路があり.第 2外乱 東京一原木税等の

通過が予定され.かつ東海道新幹線の新税浜駅から.東

方晒 部地域への玄関口にも位粧して,交通 の要衝であ

る｡この特徴はニュータウンの住宅地へ大益の池辺交池

がまざれこむ怖れがあることを示している｡

(2) 朗浜IJlの北掛 こ位位するが,東京,川崎という大

都市にも隣接 し,他の二ェータウンに比して,マイカー

通勤発生率が拓 くなる可能性が強く,各都心地区の交通

灸件を恕化させる怖れが大であって,マイカー通勤に勝

図-1 位 置 図
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る公共梱送機関の封入を行なわねばならないと考えられ

る｡

(3) 四方は既存の鉄道 (南武線,東依線,椴浜線,田

園都市線)に囲まれているが.これらの駅間を卍.ぶ道路

が貧弱で.かつ各駅前地区も広域中心を形成しきってい

ないので,これら4鉄道の間を埋める広さをもった当地

区の開発は.どこかに広域センターを発生させる原動力

となりうる｡

(4) ニュータウンJ謁辺はすでにスプロ-ルの汝が押し

よせてお り.早晩.周辺と辿担 した市街地が形成される

ことが確実となっている.この特徴から他のニュータウ

ンのようにB･欄 地神に囲まれる珠fjZに位燈していないの

で,当地区では既存樹林を瓜大保存し,憩いの切の環攻

を作 り出すことや,戯専地区を開発することの忠鼓は大

きし,0

2. 交通計画上の目標

港北ニュータウンの訂西を立てるにあたって,いかな

る開発日群を設定するか.という棋索の経過は他の機会

に誹ることとして,その中から交通剖画立案に関する開

発日株を列記してみるO

(1)｢自家用韓を持たなくとも,十分便利な都IJj-｣

ニュ-タウンに居住するすへての人が.自家用iILに掛

らなくとも,自由に,快適に,能率的に目的地に到達で

きる交通システムを持った都市をめざす｡

ニュ-タウン外に対してほ.目的地である勤務地に蔽

通する軌道を設定する (現在では,横沢市営高速鉄道3

号線によって,横浜の都心ならびに新幹線の新横浜駅に

値漬 し,4号線によって,死時見工業地群に直軌 都営地

下鉄6号線の延イ叶lにi:って,東京の都心に直通される目

途がついた)oそしてこれらの軌道駅と住宅をつなくす公共

輸送機閃.同じくニュ-タウン ･センターと住宅をつな

くY公共輸送機関を,自家用車代替サービス網 (たとえは

ディマンドバス.モノレ-ル,動 く歩道等)として整飾

できる交通網を作っておく必要があるO

このJ:うな目標を立てた理由は,第1節でも述べたよ

うに,マイカ-通勤を抑制 しなければならぬ位倍的灸件

にあることが第-であり.次に老人や身障者.子供の自

由な満動にとって,公共輸送機関の完備は不可欠な条件

だからである｡

(2) ｢自動車から保護された郡市｣

自動車による林政,交通公害,コミュニティ破壊等の

被害から完全に保鮭された郡市をめざすQそ の た めに

は.避けることのできない通過交通を適切に処理し.か

つ渋補Fの起こらないようにする一方,安全で快適,緑に

富んだ歩行者専用室間を作 りあげる｡

(3) ｢広域センタ-の成立を可能ならしめ る交通機関

と道路パターンをもった都市｣

できるだけ広い地域から人を染める鉄道網,広い地域

から砥接センタ-にアクセスする道路網を作って尚勢牌

を拡大しうるようにする｡

3 道路システム

(1) 幹線自動車路の柄成

(1)- 1 都市間幹線 :V｡

東名f=u7速道路.節3京折iEl臥 EEl追246E]鋭,約2外

環道路,東京厚木線のごとき都市間をつなく-道路でニュ

ータウン側からみれば,完全な通過交通で,引田J的には

住宅地から離してレイアウトするのが本筋である｡

(1ト 2 都市幹線 V l_0

瞬浜市の軸となる都市計画道路であって,ニュ-タウ

ンにとって通過交通の比率が大であるが.主要な染務地

や都心とつなぐ道路でもあるので,これらの道路に対す

るアクセスを考慮する必嬰があるO

(1)-3 準都市幹線 VH

v l_0 を7Frl宋する道路で,ニュータウンの外にl胤 ､て

いる道路であ り,ニュータウン発生交通を処理する任務

をもつと同時にニュ-タウンの軸ともなるものであるO

(1ト 4 ニュ-タウン幹線 Vl,

ニュータウンの各住区問交通を処FJ!する幹線道路であ

るOこれら各幹線道路は原則として.Vu- V 卜.- ,V 1-.- I

vZというE英3係で辿結され,Vl_｡-･V｡のごと くランク

を飛びこえて.つなく-ことは避けるべきである.

しかしながらモデル設封によって各僻線を盃ねてみて

も交通益を筑紫 してみると,般大片側3非線以下に収ま

るので,ニュータウン内の節税本数を滋小 にす る忠味

で,む しろ,Ⅴ卜｡-V｡をラップしたほうが住宅地とし

て好ましい という結節に連した｡その代わ り住宅地にと

って幹線道路は河のごときものであり,歩行者空間が幹

線道路を越えて拡がる城合には,人のための楠を架けね
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はならない｡

港北ニュータウンのセンターは梯浜北部-,fifの核とな

る広域型を柄恕 している｡したがって想定される商圏か

らのバスおよび自動車がスムースlこセンターにアプロー

チできるV.解放を図一 4のような/,'タ-ンに設計した

(グリッドバターンではあるが,センターから放射状に

なる型)｡この/:ターンをとることで第 1節 13)で述べた

周辺諸地域の交油灸件を一体化し,センタ-発生のバッ

クグラウンドをつくる可能性が生きてくるはずである｡

V.-V!をラップした斡旋料成は外に開いた体系にな

っており,公共頼送校閲をここに入れることが合理的で

ある｡将来の新交通機関 (モノレ-ル等)が実現される

ときも.ここに封入できるよう.V.-V,には分離),ほ･を

設けた｡利用;Bは各戸から約5分で,停留所に到達でき

るJ:ラ,幹線からの垂範距離を職大 350m としたので幹

扱Eilrl隅は700m となる｡

BE)-5のごとく幹線沿いに.センターからニュータウ

ン内5プヲ向へバスを巡行させたとすると, 1方向約5万

人の支持人口となり.lSfyi上からみて昼間でも5-6分

rL川稲の巡行が可伯と訳許され,センタ-を利用するため

に.必ずしも自家用llLを持たなくとも不便ではないと-考

えられるQ

(2)住区内自動1L.路の削成

(2)- 1 住区I枠線 VJ

軒線El勅it上路 (Vr V,)から住区内にアクセスするin

ニュ-タウンのコレクター迫買方

紘 (怖n9m)であるが,9m道路ともなると相当な交

通容丑をもっており,従来のごとき田の字プランで.

Ⅴ】～V,を短絡する9m道路を十の字に入れたら,泊池

交通が住区内に投入して,静かな生活を破壊 してしまう

のでU字ブランとし,幹線から住区にサービスした自動

車は,必ずもとの幹線に戻ってしまう計酉を採用した｡

V,は V.～V,幹線にとってほ,いわば投乱要田であ

るからV)と自動車幹線との交差点は少なくないほと好

ましい｡公共輸送機牌としてのバス払 住区内には入れ

ず.将来ディマンド/ミスシステムが実現された場合は,

住区節税 V.までは入 りうるO

(2)-2 区画街路 -V.

鼠-5 バス運行システム

図-3 道路の段階構成
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図-4 センターから4方にのぴた

VJ幹授バターン



V,から分散 して.各戸にアプローチする道 路 (幅L1

4-6m)である｡V,と Vl-V,との関係と同じく.

V.を短終して V.- V,の通過交通を起こさぬよう.V-

と同じくU字ブランを採用した｡ V▲～V'と V.と V.

のモデルプランを示すと図-7のごとくになる｡

消防活動の篠田が住区幹投から150mが限界といわれ

ているので,V.の耗方向長さの限界は150m というこ

とになる｡ したがって V,の間隔は 300m になって.

vlと V.～V,との交差点間隔も300m ということで,

V▲～vtへの捉乱の割合は蔽′ト隈とみなすことができよ

う｡

上記と同様の理由で歩行老路の間隔も300m となり.

したがってバス停も300m という適正間隔になる｡

区画街路 V.の1本の延長は約300m となるから,こ

こにはりつ く住宅掛 ま.おおよそ50戸とするとlElの交

沌JiiEは.50戸×0514缶/戸-26台となり,V4をU字プ

ランにすることによって,Vlから中 に入った 区担r術路

を自'nplま巡行可憶路ではあるが.実際にはオ-プンスべ

-スを作り出しえたことが理解されるであろう｡

(3) 歩行者路の糾成

鮎北ニュータウンにおいて,歩行者路を自動恥路とは

切 り離した級別を行なうことにしたのは,次のような日

.｣l 貢 J｣

標達成のためであった｡

① 通勤,TZ物における歩行の安全性と快適性を確保

すること｡

② 小中学校への通学路の安全性の椎保｡

③ 散歩,休息の空間造出｡

⑥ 年令とともに拡大する子供 の遊 び空目'lを造 り出

す｡

⑤ 既存樹林の保存活用｡

⑥ 新旧住民の敵合,新 しいコミュニティづくりを可

能とする空間を用意すること｡

⑦ 災管時対策がたてやすい都市とすること｡

これらの目標を達成するためのシステムは,ニュータ

ウン生活のうち主として,歩行によって行なわれる活動

を'47jJ線分析すること,次に既存樹林,柴落分布の現状の

中に生柘のドラマを描きつつ,この動線を渉行路として

レイアウトすることであるという理解に適 した｡

動線分抑 こよって,まず泡雪臥 通学,只物等の日常生

掛 こおける日的系動線 (オレンジ系統) と,休心.遊

び,微歩などレクリエーション系動線 (グリーン系統)

とに分けて考えることとした.

(3)-1 オレンジ系歩行者路

地勤,過学,買物など活動日的がはっきりしていて,

動線はEl的地まで安全であるとともに.正逃 して早 く到

図-6 位区内道路構成 図-7 V.と V.の関係 図-8 歩行者緒構成
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蓑-1 区画街路自家用自動車発生交通丑計箕表
(台/戸･El)

達できることが安求される｡

動線の塩析は.バス停アプローチ(幅員3-6m).過

学路並びに公園利用のための歩行路 (幅員6-7m),令

駅粂中分散路 (幅員9-121-1)に大別されるOその耶戒

は図-8のごとくになる｡

住区内自動車路の祁成因を参照していただくと判るよ

うに,U字プランの9m道路が,もとへ戻ってしまう設

刑によって,中央に完全な歩行者天国が造 り出されるわ

けであ り.ここに小学校2校,中学校1校と各学校が共

同に使用する幾合運動場五色びに公園が配位され,それぞ

れの学校をつなく･渉行掛 ま,いうなれは校庭の延長とし

ての機能を果たし,休日開放された述勘場と,公園をつ

なく潤 路としての枚能も果たすこととなるo

(3)1 2 林道 (グリーン系)

現存植生の豊かな災落札 神社.仏脚を保存し.保存

された雄活や斜面緑地の足もとを縫って,緑延長 11km

この緑道はニュータウンを循環し,中央公園並びにタ

ウンセンターを一つの目的地としうるよう相互の配悦を

調整した｡系の内部には公園を配し, 自然樹林 に加 え

て,新たな植林を行ない緑道の機能強化をはかる｡

この緑辺が通過する住区においては.前記の歩行者天

国とラップすることになり,したがって通学路並びに公

園利用道蹄ともラップする｡ これ ら歩行動線のラップ

紘,む しろ好ましいことであ り,ラップがあ るか らこ

そ,オレンジ系.グリーン系の歩行路が,末端の住区ま

で迦結することを可能にしているのであるo

36

図-9 線 道 計 画

緑道はまた,第1節でのべたEiE禁中用地区とい う段地

オ-プンスペ-スへの動線ともなり,レクリエーション

のみならず災暫時における大空地への避難路としての機

能も果たすことが期待されている｡

また横浜市では広域レクリエ-ション体系として,鶴

見区から鶴見川を経て子供の国に至る自転車道路を位慰

づけているか,港北ニュ-タウンの緑道と中央公園,iI迭

専地区のシステムは,この広域体系と迎勤 しうるもので

あり,子供の国に至るr糾ii1地点のレクリエーション基地

として評価されるべきものである｡

以上歩行者路糊成システムは,秩々のオープンスペー

ス (公周緑地,校庭,団地の庭等々),ビュ-ポイント(高

令, りっはな出家,小池野), 緑地汽軒 (屋敷林.樹林

地),歴 史的迫産 (文化財,紳封二.仏閣等)を歩行-B路

で結合したものであ り.これにi:ってすべての施設が公

輿,私有を問わず公園緑地としての機能を持つに至るこ

とを期待するものである｡また幼児は その成長 に応 じ

て,現在の遊びの圏域をしだいに拡大して,ニュータウ

ン全域に及ぼすことができ,さらに長じては酌見川沿い

にまでレクリエーション活動を拡げるであろうO

このように,生活空間が迎統 して拡大できるのは.歩

行者動線を自動車の動線とは完全に分離した系として--a

計したた桝 こ.子供にとって絶対安全な空間をニュータ

ウン全域に拡げえたこと,そして行動圏を拡大するため

の快適なグリーン系を用意したことによるものである｡

(El本住宅公B]鮭北開発堺務所所長)
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